
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道教育大学 

附属函館小学校 
 

第５号 

（令和７年７月 24日発行） 

 ６月 25日（水）から 27日（金）までの３日間、岩手県・青森県への修学旅行が行われました。この日に向

けて、５年生の段階から実行委員を中心に、自主研修の行程やホテルでのルールなど、さまざまなことについ

て話し合い、準備を重ねてきました。「附属函館小学校の代表」であることを常に意識しながら、修学旅行に臨

む姿勢を大切にしてきましたが、旅行中も規律を守り、立派に活動することができました。 

２日目の自主研修では、大雨と雷注意報により研修の終盤を途中で切り上げざるを得ないハプニングがあり

ましたが、子供たちは落ち着いて行動し、報告会では訪れた場所についてしっかりとまとめ、堂々と報告する

ことができました。まさに「さすが最高学年」と言える頼もしさが感じられました。 

１学期は、１年生サポート、桐の子スポーツ祭、そして修学旅行と、最高学年として責任ある活動が目白押

しでした。一つひとつの取り組みを通じて、思いやりや協力の大切さ、目標に向かって努力する力など、多く

のことを学んだことでしょう。この４か月の経験が、今後の学校生活や次の挑戦への自信につながることを願

っています。 

 

 僕たち６年生は、修学旅行のテーマ「協頼思信（きょうらいししん）〜仲間とともに前へ〜」を胸に、学びを

深めてきました。このテーマを達成するために、何度も話し合いを重ねてきました。一人ひとりが個人の目標を

じっくり考え、テーマの実現に向けた工夫を出し合いました。また、4つの部「報告部」「研修部」「生活部」「保

健部」を設置し、中休みや昼休みの時間を使って、それぞれの準備を進めてきました。 

  そして迎えた修学旅行当日。これまでの準備の成果を存分に発揮できたと思います。修学旅行を通して、相手

意識や時間を守る意識、臨機応変に対応する力の大切さを学びました。同時に、これらは今の自分たちにとって、

まだ課題でもあると感じました。 

  修学旅行は、ゴールではなく通過点です。見つけた課題や学びを、これからの学校生活にしっかりと生かして

いくことが、私たち６年生の次の目標です。今回の経験が本当に意味のあるものとなるよう、「意識」を「行動」

へとつなげていきたいと思います。               修学旅行 実行委員長 木村 瑛太 

 ７月９日(水)の全校朝会では、各委員会の活動報告がありまし

た。頑張る姿の紹介やあいさつ運動や放送体験、スポーツクイズ

や好きな本インタビューなど各委 

員会が学校をよりよいものにしよ 

うと発表していました。２学期も 

附属小学校をよりよいものにでき 

るよう頑張ってほしいと思います。 

７月１日（火）、「１人１台端末の正しい使い方」についての集

会活動を行いました。端末は「学習のため」に配備されているこ

とを再確認し、使い方につ 

いて考える時間となりまし 

た。夏休み中も目的を忘れ 

ず、正しく活用してほしい 

と思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ ７月２８日(月) 北海道教育大学附属函館小学校 研究大会 

3 日(日) 桐の子会「ワッショイはこだて」参加（申込者のみ） 

13 日(水) 学校閉庁日（～15 日） 

21 日(木) ２学期始業式（給食なし ３時間授業 11:00 下校）   教育実習開始（～９月 18 日） 

22 日(金) 全学年給食あり 4 時間授業 12:55 下校   ６年第２回進路希望調査配付日 

25 日(月) ２計測（1,6 年）   水泳学習(1,2 時間目４年生、3,4 時間目３年生) 

26 日(火) 
２計測（2,5 年）   児童会活動日・桐発実行委員会   

夏のチャレンジ展保護者鑑賞日(中・昼休み) 

27 日(水) 
２計測（3,4 年）  水泳学習(1,2 時間目５年生、3,4 時間目２年生) 

夏のチャレンジ展保護者鑑賞日(中休み)   給食費、PTA 会費引落日 

28 日(木) 夏のチャレンジ展保護者鑑賞日(中休み)   水泳学習(1,2 時間目１年生、5,6 時間目６年生) 

29 日(金) ６年生第２回進路希望調査提出締切日   第２回通学路会議(５時間目) 

 

 ５年生は、６月 19日（木）・20日（金）に宿泊研修を行いました。この研修では、来年度の修学旅行に向け

た事前学習の側面もありますが、それ以上に、集団での生活を通して、協力する力や自分たちで話し合って物

事を決める力を育てることを主な目的としています。 

これまで子供たちは、実行委員長を中心に、宿泊時のルールを話し合ったり、各部の役割分担を考えたりし

ながら、主体的に準備を進めてきました。当日は、予期せぬ出来事にも柔軟に対応し、実行委員や室長、部長、

自主研修リーダーを中心に、互いに支え合いながら取り組む姿が見られました。仲間との関わりを通して、自

分の役割を果たすことの大切さや、集団の中で考えて動く力を、実体験として学んだ２日間だったと思います。    

今年度は、同じ時期に６年生の修学旅行が行われていたため、５年生は６年生が準備する様子を目にする機

会もありました。このような６年生の姿を通して得た気付きも、今回の宿泊研修に生かされており、その学び

は、来年度の修学旅行にも自然とつながっていくことでしょう。子供たちが今回の経験を通して育んだ力は、

これからの学校生活においても、そして次年度の修学旅行においても、必ず大きな支えになると期待していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私達５年生は「絆（きづかい・ずっと・なかよし）〜格物致知〜」を宿泊研修のテーマとしました。実行委員

は中・昼休みに集まり、たくさん話し合いをしました。宿泊研修の準備や計画づくりから、テーマを達成するた

めに５年生みんなで一生懸命考えることができました。宿泊研修では、どのような過ごし方がふさわしいのか、

自分たちはそれができているのかを学ぶ機会となりました。自主研修では、それぞれの班で団結力、思いやり、

リーダーシップなどが高まりました。宿泊研修報告会では、保護者に向けて、実行委員や各部（生活・保健・研

修・報道）から、よかったことや改善点を伝えました。また、自主研修で学んだこと、成長したことも発表しま

した。保護者からたくさんのアンケートもいただきました。 

 私たちの来年の修学旅行では、一人一人がさらにマナーを大切にし、みんなで協力・団結する修学旅行にした

いです。来年の五年生には、スムーズに行動し、リーダーシップを発揮して宿泊研修を過ごしたり、自主研修に

取り組んだりしてほしいです。                  宿泊研修 実行委員長 田中 蘭 

ケガに気をつけて、有意義な夏休みをお過ごしください。大きなケガや事故があったときには、 

学校（46-2235）までご連絡ください。始業式の日に元気な子供たちに会えることを楽しみにしています。 


